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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　胸部組織画像データを処理および通信するための方法であって、
　患者の胸部組織の画像データを得ることと、
　前記患者の胸部組織の画像データを処理し、その第１のサブセットを形成することであ
って、前記画像データの第１のサブセットは、前記患者の胸部組織の少なくとも一部の１
つ以上のより低い解像度画像を生成するために十分である、ことと、
　前記画像データの第１のサブセットをユーザコンピュータに伝送することと、
　前記１つ以上のより低い解像度画像に基づいて、前記ユーザコンピュータからより高い
解像度画像のユーザ要求を受信することと、
　前記患者の胸部組織の画像データを処理し、その第２のサブセットを形成することであ
って、前記画像データの第２のサブセットは、前記ユーザ要求に応答し、前記画像データ
の第２のサブセットは、前記患者の胸部組織の１つ以上のより高い解像度画像を生成する
ために十分である、ことと、
　前記画像データの第２のサブセットを前記ユーザコンピュータに伝送することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記画像データは、前記患者の胸部の異なるｚ軸場所において取得または合成されたＸ
，Ｙ座標スライスを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つ以上のより低い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を検出するために十分である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を特性評価するために十分である、請求項１－３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約５０ミクロン～約１４０ミクロンの



(2) JP 2016-502917 A5 2017.1.19

範囲内である、請求項１－４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記１つ以上のより低い解像度画像の
画像解像度の約１．５倍～５倍である、請求項１－５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記画像データは、トモシンセシス投影画像、トモシンセシス再構成スライス、マンモ
グラフィー画像、コントラスト増強マンモグラフィー画像、合成２Ｄ画像、およびそれら
の組み合わせから成る群から選択される１つ以上の画像を備える、請求項１－６のいずれ
かに記載の方法。
【請求項８】
　前記画像データの第１のサブセットは、特徴、オブジェクト、または領域が、自動的に
、強調される、前記患者の胸部の１つ以上のより低い解像度画像を生成するために十分で
ある、請求項１－７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記１つ以上の低解像度画像は、前記１つ以上の高解像度画像の特性と異なる特性を有
し、前記特性は、スライス厚、ピッチ、ヨー、および傾きから成る群から選択される、請
求項１－８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記ユーザ要求は、前記１つ以上のより低い解像度画像内のオブジェクトまたは着目領
域を識別する、請求項１－９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記ユーザ要求は、１つ以上のより低い解像度画像を識別する、請求項１－９のいずれ
かに記載の方法。
【請求項１２】
　胸部組織画像データを処理、表示、およびナビゲートするための方法であって、
　患者の胸部組織の画像データの第１のサブセットを画像取得システムから受信すること
と、
　前記画像データの第１のサブセットを処理し、前記患者の胸部組織の１つ以上のより低
い解像度画像を生成することと、
　前記１つ以上のより低い解像度画像を表示することと、
　前記患者の胸部組織のより高い解像度画像のユーザ要求を受信することと、
　前記ユーザ要求を前記画像取得システムに伝送することと、
　前記患者の胸部組織の画像データの第２のサブセットを前記画像取得システムから受信
することであって、前記画像データの第２のサブセットは、前記ユーザ要求に応答する、
ことと、
　前記画像データの第２のサブセットを処理し、前記患者の胸部組織の１つ以上のより高
い解像度画像を生成することと、
　前記１つ以上のより高い解像度画像を表示することと
　を含む、方法。
【請求項１３】
　前記画像データは、前記患者の胸部の異なるｚ軸場所において取得または合成されたＸ
，Ｙ座標スライスを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つ以上のより低い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を検出するために十分である、請求項１２または１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を特性評価するために十分である、請求項１２－１４のいずれかに記載の方
法。
【請求項１６】
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　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約５０ミクロン～約１４０ミクロンの
範囲内である、請求項１２－１５のいずれかに記載の方法。
【請求項１７】
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記１つ以上のより低い解像度画像の
画像解像度の約１．５倍～５倍である、請求項１２－１６のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　前記画像データは、トモシンセシス投影画像、トモシンセシス再構成スライス、マンモ
グラフィー画像、コントラスト増強マンモグラフィー画像、合成２Ｄ画像、およびそれら
の組み合わせから成る群から選択される１つ以上の画像を備える、請求項１２－１７のい
ずれかに記載の方法。
【請求項１９】
　前記画像データの第１のサブセットは、特徴、オブジェクト、または領域が、自動的に
、強調される、前記患者の胸部の１つ以上のより低い解像度画像を生成するために十分で
ある、請求項１２－１８のいずれかに記載の方法。
【請求項２０】
　前記１つ以上の低解像度画像は、前記１つ以上の高解像度画像の特性と異なる特性を有
し、前記特性は、スライス厚、ピッチ、ヨー、および傾きから成る群から選択される、請
求項１２－１９のいずれかに記載の方法。
【請求項２１】
　前記ユーザ要求は、前記１つ以上のより低い解像度画像内のオブジェクトまたは着目領
域を識別する請求項１２－２０のいずれかに記載の方法。
【請求項２２】
　前記ユーザ要求は、１つ以上のより低い解像度画像を識別する、請求項１２－２０のい
ずれかに記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　開示される発明のこれらおよび他の側面ならびに実施形態は、付随の図と併せて、以下
により詳細に説明される。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　胸部組織画像データを処理および通信するための方法であって、
　患者の胸部組織の画像データを得るステップと、
　前記患者の胸部組織の画像データを処理し、その第１のサブセットを形成するステップ
であって、前記画像データの第１のサブセットは、前記患者の胸部組織の少なくとも一部
の１つ以上のより低い解像度画像を生成するために十分である、ステップと、
　前記画像データの第１のサブセットをユーザコンピュータに伝送するステップと、
　前記１つ以上のより低い解像度画像に基づいて、前記ユーザコンピュータからより高い
解像度画像のユーザ要求を受信するステップと、
　前記患者の胸部組織の画像データを処理し、その第２のサブセットを形成するステップ
であって、前記画像データの第２のサブセットは、前記ユーザ要求に応答し、前記画像デ
ータの第２のサブセットは、前記患者の胸部組織の１つ以上のより高い解像度画像を生成
するために十分である、ステップと、
　前記画像データの第２のサブセットを前記ユーザコンピュータに伝送するステップと、
　を含む、方法。
（項目２）
　前記画像データは、前記患者の胸部の異なるｚ軸場所において取得または合成されたＸ
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，Ｙ座標スライスを備える、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記１つ以上のより低い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を検出するために十分である、項目１または２に記載の方法。
（項目４）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を特性評価するために十分である、項目１－３のいずれかに記載の方法。
（項目５）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約５０ミクロン～約１４０ミクロンの
範囲内である、項目１－４のいずれかに記載の方法。
（項目６）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約５０ミクロン～約８５ミクロンの範
囲内である、項目５に記載の方法。
（項目７）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約７０ミクロンである、項目６に記載
の方法。
（項目８）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記１つ以上のより低い解像度画像の
画像解像度の約１．５倍～５倍である、項目１－７のいずれかに記載の方法。
（項目９）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記１つ以上のより低い解像度画像の
画像解像度の約２倍である、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　前記画像データは、トモシンセシス投影画像、トモシンセシス再構成スライス、マンモ
グラフィー画像、コントラスト増強マンモグラフィー画像、合成２Ｄ画像、およびそれら
の組み合わせから成る群から選択される１つ以上の画像を備える、項目１－９のいずれか
に記載の方法。
（項目１１）
　前記画像データの第１のサブセットは、特徴、オブジェクト、または領域が、自動的に
、強調される、前記患者の胸部の１つ以上のより低い解像度画像を生成するために十分で
ある、項目１－１０のいずれかに記載の方法。
（項目１２）
　前記１つ以上の低解像度画像は、前記１つ以上の高解像度画像の特性と異なる特性を有
し、前記特性は、スライス厚、ピッチ、ヨー、および傾きから成る群から選択される、項
目１－１１のいずれかに記載の方法。
（項目１３）
　前記ユーザ要求は、前記１つ以上のより低い解像度画像内のオブジェクトまたは着目領
域を識別する、項目１－１２のいずれかに記載の方法。
（項目１４）
　前記ユーザ要求は、１つ以上のより低い解像度画像を識別する、項目１－１２のいずれ
かに記載の方法。
（項目１５）
　胸部組織画像データを処理、表示、およびナビゲートするための方法であって、
　患者の胸部組織の画像データの第１のサブセットを画像取得システムから受信するステ
ップと、
　前記画像データの第１のサブセットを処理し、前記患者の胸部組織の１つ以上のより低
い解像度画像を生成するステップと、
　前記１つ以上のより低い解像度画像を表示するステップと、
　前記患者の胸部組織のより高い解像度画像のユーザ要求を受信するステップと、
　前記ユーザ要求を前記画像取得システムに伝送するステップと、
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　前記患者の胸部組織の画像データの第２のサブセットを前記画像取得システムから受信
するステップであって、前記画像データの第２のサブセットは、前記ユーザ要求に応答す
る、ステップと、
　前記画像データの第２のサブセットを処理し、前記患者の胸部組織の１つ以上のより高
い解像度画像を生成するステップと、
　前記１つ以上のより高い解像度画像を表示するステップと、
　を含む、方法。
（項目１６）
　前記画像データは、前記患者の胸部の異なるｚ軸場所において取得または合成されたＸ
，Ｙ座標スライスを備える、項目１５に記載の方法。
（項目１７）
　前記１つ以上のより低い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を検出するために十分である、項目１５または１６に記載の方法。
（項目１８）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を特性評価するために十分である、項目１５－１７のいずれかに記載の方法
。
（項目１９）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約５０ミクロン～約１４０ミクロンの
範囲内である、項目１５－１８のいずれかに記載の方法。
（項目２０）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約５０ミクロン～約８５ミクロンの範
囲内である、項目１９に記載の方法。
（項目２１）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約７０ミクロンである、項目２０に記
載の方法。
（項目２２）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記１つ以上のより低い解像度画像の
画像解像度の約１．５倍～５倍である、項目１５－２１のいずれかに記載の方法。
（項目２３）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記１つ以上のより低い解像度画像の
画像解像度の約２倍である、項目２２に記載の方法。
（項目２４）
　前記画像データは、トモシンセシス投影画像、トモシンセシス再構成スライス、マンモ
グラフィー画像、コントラスト増強マンモグラフィー画像、合成２Ｄ画像、およびそれら
の組み合わせから成る群から選択される１つ以上の画像を備える、項目１５－２３のいず
れかに記載の方法。
（項目２５）
　前記画像データの第１のサブセットは、特徴、オブジェクト、または領域が、自動的に
、強調される、前記患者の胸部の１つ以上のより低い解像度画像を生成するために十分で
ある、項目１５－２４のいずれかに記載の方法。
（項目２６）
　前記１つ以上の低解像度画像は、前記１つ以上の高解像度画像の特性と異なる特性を有
し、前記特性は、スライス厚、ピッチ、ヨー、および傾きから成る群から選択される、項
目１５－２５のいずれかに記載の方法。
（項目２７）
　前記ユーザ要求は、前記１つ以上のより低い解像度画像内のオブジェクトまたは着目領
域を識別する項目１５－２６のいずれかに記載の方法。
（項目２８）
　前記ユーザ要求は、１つ以上のより低い解像度画像を識別する、項目１５－２６のいず
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れかに記載の方法。
（項目２９）
　胸部組織画像データを処理および通信するためのシステムであって、
　ユーザコンピュータと通信するように構成される、画像取得システムを備え、
　前記画像取得システムは、患者の胸部組織の画像データを得るように構成され、
　前記画像取得システムはさらに、前記画像データの第１のサブセットを形成するように
構成され、
　前記画像データの第１のサブセットは、前記患者の胸部組織の少なくとも一部の１つ以
上のより低い解像度画像を生成するために十分であり、
　前記画像取得システムはさらに、前記ユーザコンピュータから受信されたユーザコマン
ドに応答して、前記患者の胸部組織の画像データの第２のサブセットを形成するように構
成され、
　前記画像データの第２のサブセットは、前記患者の胸部組織の少なくとも一部の１つ以
上のより高い解像度画像を生成するために十分である、
システム。
（項目３０）
　前記画像データは、前記患者の胸部の異なるｚ軸場所において取得または合成されたＸ
，Ｙ座標スライスを備える、項目２９に記載のシステム。
（項目３１）
　前記１つ以上のより低い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を検出するために十分である、項目２９または３０に記載のシステム。
（項目３２）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を特性評価するために十分である、項目２９－３１のいずれかに記載のシス
テム。
（項目３３）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約５０ミクロン～約１４０ミクロンの
範囲内である、項目２９－３２のいずれかに記載のシステム。
（項目３４）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約５０ミクロン～約８５ミクロンの範
囲内である、項目３３に記載のシステム。
（項目３５）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約７０ミクロンである、項目３４に記
載のシステム。
（項目３６）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記１つ以上のより低い解像度画像の
画像解像度の約１．５倍～５倍である、項目２９－３５のいずれかに記載のシステム。
（項目３７）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記１つ以上のより低い解像度画像の
画像解像度の約２倍である、項目３６に記載のシステム。
（項目３８）
　前記画像データは、トモシンセシス投影画像、トモシンセシス再構成スライス、マンモ
グラフィー画像、コントラスト増強マンモグラフィー画像、合成２Ｄ画像、およびそれら
の組み合わせから成る群から選択される１つ以上の画像を備える、項目２９－３７のいず
れかに記載のシステム。
（項目３９）
　前記画像データの第１のサブセットは、特徴、オブジェクト、または領域が、自動的に
、強調される、前記患者の胸部の１つ以上のより低い解像度画像を生成するために十分で
ある、項目２９－３８のいずれかに記載のシステム。
（項目４０）
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　前記１つ以上の低解像度画像は、前記１つ以上の高解像度画像の特性と異なる特性を有
し、前記特性は、スライス厚、ピッチ、ヨー、および傾きから成る群から選択される、項
目２９－３９のいずれかに記載のシステム。
（項目４１）
　ユーザ要求は、前記１つ以上のより低い解像度画像内のオブジェクトまたは着目領域を
識別する、項目２９－４０のいずれかに記載のシステム。
（項目４２）
　ユーザ要求は、１つ以上のより低い解像度画像を識別する、項目２９－４０のいずれか
に記載のシステム。
（項目４３）
　胸部組織画像データを処理、表示、およびナビゲートするためのシステムであって、
　画像取得システムと通信するように構成される、ユーザコンピュータと、
　前記ユーザコンピュータに動作可能に連結される、少なくとも１つのディスプレイと、
　前記ユーザコンピュータに動作可能に連結される、ユーザ入力デバイスと、
を備え、
　前記ユーザコンピュータは、患者の胸部組織の画像データの第１のサブセットを画像取
得システムから受信するように構成され、
　前記ユーザコンピュータはさらに、前記画像データの第１のサブセットを処理し、前記
患者の胸部組織の１つ以上のより低い解像度画像を生成するように構成され、
　前記ユーザコンピュータはさらに、前記１つ以上のより低い解像度画像を前記ディスプ
レイ上に表示するように構成され、
　前記ユーザコンピュータはさらに、前記ユーザ入力デバイスを通して、前記患者の胸部
組織のより高い解像度画像のユーザ要求を受信するように構成され、
　前記ユーザコンピュータはさらに、前記ユーザ要求を前記画像取得システムに伝送する
ように構成され、
　前記ユーザコンピュータはさらに、前記患者の胸部組織の画像データの第２のサブセッ
トを前記画像取得システムから受信するように構成され、
　前記画像データの第２のサブセットは、前記ユーザ要求に応答し、
　前記ユーザコンピュータはさらに、前記画像データの第２のサブセットを処理し、前記
患者の胸部組織の１つ以上のより高い解像度画像を生成するように構成され、
　前記ユーザコンピュータはさらに、前記１つ以上のより高い解像度画像を前記ディスプ
レイ上に表示するように構成される、
システム。
（項目４４）
　前記画像データは、前記患者の胸部の異なるｚ軸場所において取得または合成されたＸ
，Ｙ座標スライスを備える、項目４３に記載のシステム。
（項目４５）
　前記１つ以上のより低い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を検出するために十分である、項目４３または４４に記載のシステム。
（項目４６）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記患者の胸部組織内の潜在的異常ま
たは着目領域を特性評価するために十分である、項目４３－４５のいずれかに記載のシス
テム。
（項目４７）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約５０ミクロン～約１４０ミクロンの
範囲内である、項目４３－４６のいずれかに記載のシステム。
（項目４８）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約５０ミクロン～約８５ミクロンの範
囲内である、項目４７に記載のシステム。
（項目４９）
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　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、約７０ミクロンである、項目４８に記
載のシステム。
（項目５０）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記１つ以上のより低い解像度画像の
画像解像度の約１．５倍～５倍である、項目４３－４９のいずれかに記載のシステム。
（項目５１）
　前記１つ以上のより高い解像度画像の解像度は、前記１つ以上のより低い解像度画像の
画像解像度の約２倍である、項目５０に記載のシステム。
（項目５２）
　前記画像データは、トモシンセシス投影画像、トモシンセシス再構成スライス、マンモ
グラフィー画像、コントラスト増強マンモグラフィー画像、合成２Ｄ画像、およびそれら
の組み合わせから成る群から選択される１つ以上の画像を備える、項目４３－５１のいず
れかに記載のシステム。
（項目５３）
　前記画像データの第１のサブセットは、特徴、オブジェクト、または領域が、自動的に
、強調される、前記患者の胸部の１つ以上のより低い解像度画像を生成するために十分で
ある、項目４３－５２のいずれかに記載のシステム。
（項目５４）
　前記１つ以上の低解像度画像は、前記１つ以上の高解像度画像の特性と異なる特性を有
し、前記特性は、スライス厚、ピッチ、ヨー、および傾きから成る群から選択される、項
目４３－５３のいずれかに記載のシステム。
（項目５５）
　前記ユーザ要求は、前記１つ以上のより低い解像度画像内のオブジェクトまたは着目領
域を識別する、項目４３－５４のいずれかに記載のシステム。
（項目５６）
　前記ユーザ要求は、１つ以上のより低い解像度画像を識別する、項目４３－５４のいず
れかに記載のシステム。
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